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「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
活
用
を　

　
昨
年
５
月
に
市
内
の
全
世
帯
へ
配
布
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に
、
身
の
回
り
の

危
険
や
想
定
さ
れ
る
災
害
に
対
す
る
備
え
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
防
災
体
制

の
見
直
し
や
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

一人
ひ
と
り
が
災
害
へ
の
備
え
を

災
害
の
教
訓
を�

�
忘
れ
ず
に

　
関
東
大
震
災
（
大
正
12
年
）
や
伊
勢
湾

台
風
（
昭
和
34
年
）
な
ど
、
9
月
は
過
去

に
大
き
な
自
然
災
害
が
数
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
当
市
に
大
き
な
爪
跡
を
残
し
た

昨
年
の
台
風
18
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
も
9

月
の
出
来
事
で
し
た
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
予
測
の
難
し
い
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
る
災
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
忘
れ
ず
、

私
た
ち
の
防
災
対
策
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◀台風18号による災害

地
震
の
備
え

�

被
害
を
軽
減
す
る
耐
震
対
策

　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年
以
前
の
建
物
が

大
き
な
被
害
を
受
け
、
亡
く
な
っ
た
方
の
8
割

以
上
は
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る

圧
死
・
窒
息
死
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
対

し
て
は
、
耐
震
対
策
が
重
要
で
す
。

　
市
内
に
は
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
が
多
く
存
在
し
、
大
雨
や
地
震
に
伴
っ
て
大
規
模
な

水
害
・
土
砂
災
害
が
起
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
危
険
区
域
を
示
し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
・
配
布
や
、
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
充

実
な
ど
防
災
対
策
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
市
民一人
ひ
と

り
の
正
し
い
判
断
と
行
動
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

住
ま
い
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
補
助

■
対
象
世
帯

　
世
帯
全
員
が
次
の
要
件
に
該
当
す
る
市

県
民
税
非
課
税
世
帯

◦
75
歳
以
上

◦
障
害
者
手
帳（
身
体
・
知
的
・
精
神
）を
所
持

◦
介
護
保
険
法
の
要
介
護
者
ま
た
は
要
支
援
者

※
18
歳
未
満
の
非
課
税
者
を
含
む
場
合
も
対
象
。

■
補
助
金
額

上
限
１
万
５
千
円

※
家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
費
・
取
付
費
が
対
象

■
申
請
に
つ
い
て

◦
申
請
期
限
は
12
月
末
で
す
。

◦
購
入
、
施
工
後
の
申
請
は
対
象
外
で
す
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

■
対
象
建
築
物

◦
市
内
の
木
造
軸
組
み
工
法
の
住
宅

◦
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
築
の
住
宅

◦
耐
震
診
断
が
未
実
施
の
住
宅　
な
ど

■
申
請
に
つ
い
て

◦
申
請
期
限
は
11
月
末
で
す
。

※
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
改
修
工
事
の一
部
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
情
報
を
伝
達
し
ま
す

あ
い
こ
う
か
緊
急
メ
ー
ル

　
「
あ
い
こ
う
か
緊
急
メ
ー
ル
」
は
、
防
犯
・

火
災
・
災
害
に
関
す
る
情
報
を
無
料
で
携
帯

電
話
な
ど
に
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
災

害
時
に
は
避
難
情
報
も
配
信
し
ま
す
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
に
登
録
・
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法

touroku@
koka-city.jp 

に
空
メ
ー
ル
を
送
っ
て
順
次

手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

音
声
放
送
端
末
機

　
市
内
全
戸
を
対
象
に
市
が
無
料
で
設
置
し

て
い
る
「
音
声
放
送
端
末
機
」
は
、
市
や
国

か
ら
の
防
災
情
報
・
緊
急
情
報
な
ど
を
瞬
時

に
受
信
で
き
、
災
害
時
の
情
報
収
集
に
大
変

有
効
で
す
。

　
ま
だ
ご
家
庭
に
設
置
が
お
済
み
で
な
い
場

合
に
は
、
是
非
と
も
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
機
器
の
大
き
さ

 

幅 

：
15
㎝

高
さ
：
20
㎝

奥
行
：
５
㎝

問い合わせ

危
機
管
理
課

☎
６
５‐０
６
６
５
／
６
３‐４
６
１
９

問い合わせ

情
報
基
盤
整
備
推
進
室

☎
６
６‐１
１
９
３
／
６
６‐１
５
６
４

問い合わせ

住
宅
建
築
課

☎
６
５‐０
７
２
５
／
６
３‐４
６
０
１

大
雨
の
備
え

�

早
め
に
「
命
を
守
る
行
動
」
を

　
昨
年
の
台
風
18
号
の
際
に
は
、
全
国
で
初

め
て
と
な
る
大
雨
特
別
警
報
が
、
9
月
16
日

午
前
5
時
過
ぎ
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
時
す
で
に
市
内
の
各
地
で
冠
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
避
難
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
場
所

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
な
る
前
に
、早
い
段
階
か
ら
避
難
な
ど

「
命
を
守
る
行
動
」
を
と
る
た
め
に
は
、
気

象
や
避
難
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
集
め
る

こ
と
と
、
そ
の
情
報
が
示
す
意
味
を
十
分
に

理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
避
難
準
備
情
報
」
に
注
意

　
災
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

比
較
的
早
い
段
階
で
発
令
さ
れ
る
の
が
「
避

難
準
備
情
報
」
で
す
。

　
「
避
難
準
備
情
報
」
は
、
避
難
の
準
備
を

促
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
避
難
に

時
間
を
要
す
る
方
が
避
難
行
動
を
開
始
す
る

目
安
と
な
る
情
報
で
す
の
で
、「
避
難
勧
告
」

や
「
避
難
指
示
」
と
同
様
、
十
分
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
避
難
情
報
は
、
危
険
が
差
し
迫
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ
て
住
民
に
避
難
を
求
め
る

た
め
発
令
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
情
報
を

も
と
に
確
実
な
避
難
行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

避
難
行
動
は
状
況
に
応
じ
て
判
断

　
避
難
情
報
が
出
て
い
な
い
場
合
で
も
、
周

囲
の
状
況
に
気
を
配
り
、
異
変
を
感
じ
た
ら

速
や
か
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
浸
水
が
始
ま
っ
て
い
る
な

ど
、
避
難
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
危
険
な

防
災
マ
ッ
プ
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

　
新
た
に
当
市
へ
転
入
さ
れ
た
場
合
な
ど
、「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
危
機
管
理

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

しましょう。

▲地域別に作成し、配
布した防災マップ

場
合
に
は
、
自
宅
な
ど
の
屋
内
に
留
ま
り
、

2
階
に
移
動
す
る
こ
と
も
避
難
行
動
の
ひ
と

つ
で
す
。

　
状
況
に
応
じ
、
最
適
な
避
難
行
動
を
判
断

す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
危
険
な
場
所
や

避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
災
害
時
の
対
応
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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○
ポ
ン
プ
車
の
部

甲
賀
方
面
隊
〔
優
勝
〕

◦
指
揮
者　
松ま

つ
ざ
き崎　
和か

ず
ひ
こ彦

◦
１
番
員　
鈴す

ず
き木　

吉よ
し
の
り宣

◦
２
番
員　
吉よ

し
だ田　

智と
も
ゆ
き之

◦
３
番
員　
大お

お
ば
や
し林　

真し
ん
や也

◦
４
番
員　
村む

ら
き木　

俊と
し

昭あ
き

◦
要　

員　
藤ふ

じ
た田　
一か

ず
ひ
こ彦

◦
要　

員　
藪や

ぶ　
　
重し

げ
ゆ
き行

土
山
方
面
隊
〔
３
位
入
賞
〕

◦
指
揮
者　
橋は

し
も
と本　
忠た

だ
俊と

し

◦
１
番
員　
仲な

か
の野　

崇た
か

宏ひ
ろ

◦
２
番
員　
土つ

ち
や
ま山　

隼は
や
と人

◦
３
番
員　
澤さ

わ
だ田　

英え
い

治じ

◦
４
番
員　
太お

お
た田　

正ま
さ
し史

◦
要　

員　
野の

じ
り尻　
宏ひ

ろ
徳の

り

◦
要　

員　
大お

お
も
り森　
康や

す
ひ
ろ弘

ポ
ン
プ
車
の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

�

ダ
ブ
ル
優
勝
の
快
挙

第49回滋賀県消防操法訓練大会
【
ポ
ン
プ
車
の
部
・
優
勝
と
第
３
位
入
賞
】

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
優
勝
】

　
第
49
回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

が
8
月
3
日
、
滋
賀
県
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
、
甲
賀
市
消
防
団
か
ら
土
山
・

甲
賀
・
甲
南
の
３
方
面
隊
が
出
場
し
ま

し
た
。

　
厳
し
い
訓
練
と
結
束
力
で
鍛
え
上
げ

た
素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
、
ポ

ン
プ
車
の
部
で
は
、
甲
賀
方
面
隊
第
4

分
団
が
優
勝
、
土
山
方
面
隊
第
2
分

団
が
3
位
入
賞
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

は
、
甲
南
方
面
隊
第
1
分
団
が
優
勝
と
、

全
出
場
隊
が
入
賞
の
栄
光
に
輝
き
ま

し
た
。

　
選
手
の
方
を
は
じ
め
、
サ
ポ
ー
ト
の

団
員
・
ご
家
族
・
職
場
の
方
な
ど
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
り

訓
練
へ
の
ご
参
加
、
ご
支
援
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
さ
れ
た
甲

南
方
面
隊
は
、
11
月
8
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
す
。
全
国
の
舞
台
で
の
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

甲
南
方
面
隊
〔
優
勝
〕

◦
指
揮
者　
河か

わ
尻じ

り　
俊し

ゅ
ん
い
ち一

◦
１
番
員　
宇う

の野　
孝た

か
志し

◦
２
番
員　
中な

か
じ
ま嶋　

鉄て
つ
や也

◦
３
番
員　
平ひ

ら
い井　
博ひ

ろ
善よ

し

◦
要　

員　
増ま

す
だ田　
敦あ

つ
し史

◦
要　

員　
坂さ

か
が
み上　

世よ

志し

き樹

甲賀方面隊

土山方面隊甲南方面隊

「あなた」も救命の当事者に
� ９月９日は 救急の日
　救命の現場では、救急隊や医師による処置の前に適切な応急手当が行われるかどうかで生死を分けるケー
スが少なくありません。その場にいる誰もが救命の当事者になる可能性があるのです。

「あなた」の心肺蘇生法が命を救う
　事故や突然の出来事で人の心臓や呼吸が停止してしまった場合、そばに居合わせた「あなた」が、早く適切な心
肺蘇生法を行うことにより、命の救われる確率が高くなります。

AEDによる除細動が効果を発揮
　突然の心停止は、心臓が小刻みに震える心

し ん し つ さ い ど う

室細動によって生じること
が多く、この場合には、できるだけ早く心臓に電気ショックを与え、細
動を取り除くことが大切です。この電気ショックを行うための機器を AED

（自
じ ど う た い が い し き じ ょ さ い ど う き

動体外式除細動器）と言います。心臓の状態を自動的に解析し、音
声で操作案内を行う機能を備えていますので、だれでも簡単・確実に扱
うことができます。
　救急隊が到着するまでに、一般市民が電気ショックを実施した場合の
社会復帰率は、実施されなかった場合の約６倍であるとの統計結果が示
す通り、AEDによる一刻も早い除細動が救命に効果を発揮します。（図1）

事前にAED設置場所の確認を
　市では、主要な公共施設や学校、保育園、幼稚園などに AED を配備
しています。また、大型ショッピングセンターなどにも設置されています
ので、事前に設置場所を確認しておくと、緊急時に役立ちます。

心肺蘇生法とAEDの講習会を実施
　甲賀広域行政組合の各消防署・分署では、AED を使用した心肺蘇生
法の講習会（普通救命講習）を行っています。「いざという時」に人の
命を救えるよう、正しい知識と技術を身につけましょう。
　講習についての詳細は、最寄りの各署にお問い合わせ下さい。

甲賀広域行政組合消防本部　警防課　☎ 63‐7934　 62‐3666
水口消防署　　　　　　　　　　　　☎ 63‐1119　 63‐7941
水口消防署土山分署　　　　　　　　☎ 67‐1199　 67‐1700
甲南消防署　　　　　　　　　　　　☎ 86‐3119　 86‐0719
甲南消防署甲賀分署　　　　　　　　☎ 88‐7701　 88‐7702
信楽消防署　　　　　　　　　　　　☎ 82‐0119　 82‐3977

救急車の適正利用を
　急性心筋梗塞や脳卒中など、重大な病気やけがの時には、ためらわず
に救急車を呼んでください。
　一方で、症状に緊急性がなくても「どこの病院に行けばよいかわから
ない」「救急車で行くと、すぐに診察してもらえる」などの理由で救急車
が呼ばれる件数が増加しています。救急車を本当に必要とする人が適正
に利用できるよう、不必要な救急要請は行わないでください。

市民が電気ショックを
行わなかった場合
（22,916例）

市民が電気ショックを
行った場合
（881例）

『平成 25 年版　救急・救助の現況』に基づいて作成

市民が電気ショックを行った場合と、
行わなかった場合の 1か月後社会復帰率
図 1

21,523例
（93.9％）

社会復帰
1,393例
（6.1％）

564例
（64.0％）

社会復帰
317例

（36.0％）

約６倍

救急出動の件数
年 間� 3,618 件
1 日当たり平均� 9.9 件
搬送人数合計� 3,438 人
平成２５年甲賀消防管内（甲賀市合計）

救急車の到着までにかかる時間
全 国 平 均� 約 8 分
甲賀消防管内平均� 約 8 分

▲消防署での普通救命講習の風景

救急車一口メモ

問い合わせ

危
機
管
理
課
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６
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６
１
９
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市
教
育
委
員
会
で
は
、「
甲
賀
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

公
表
し
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間 �

　
９
月
５
日（
金
）～
10
月
６
日（
月
）

■
方
針
（
案
）
公
表
場
所 �

　
学
校
教
育
課
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
に
閲
覧
場
所
を
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方 �

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
方

②
市
内
の
事
業
所
・
事
務
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他

の
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法 �

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
市
外
在
住
で
市
内
勤
務
の
方
は
勤

務
先
を
、
市
内
在
学
の
方
は
学
校
名
、
意
見
の
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号

な
ど
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
F
A
X
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
持
参
の
場
合
は
各
閲
覧
場
所
へ
提
出
も
可
）

■
意
見
の
回
答
に
つ
い
て（
公
表
） �

　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
個

人
情
報
を
除
き
、
回
答
と
合
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

提出・問い合わせ

学
校
教
育
課

☎
８
６‐８
０
２
０
／

８
６‐８
３
８
０

〒
５
２
０‐３
３
９
３　
甲
南
町
野
田
８
１
０

Ｅ
メ
ー
ルkoka30101200@city.koka.lg.jp

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

甲
賀
市
い
じ
め�

�
防
止
基
本
方
針（
案
）

新たな『甲賀ブランド』を募集
� ―甲賀の価値あるモノ・コトを全国へ発信―
　甲賀独自の豊富な資源をブランドとして広く発信するため、すでに認定された
20件に続く新たな「甲賀ブランド」を募集します。
●募集期限　9月30日（火）まで
●応募資格　市内に住所（法人・その他の団体は主たる事

業所の所在地）のある事業者および個人
●認定対象　物産品、加工品、祭事、文化財、自然、景観、

施設、建造物など
※応募に関する詳細は、市ホームページでご確認いただくか、事務

局までお問い合わせください。

応
募・問
い
合
わ
せ

甲賀観光未来会議事務局（観光企画推進室内）
☎６５‐０７０８／ ６３‐４０８７
〒５２８‐８５０２　水口町水口６０５３番地
Eメール　koka10352000@city.koka.lg.jp

楽しく交流しながら
　  一緒にまちづくりを学びませんか

わいわい甲賀楽
が っ

交
こ う

講座受講生募集
『わいわい甲賀楽交講座』（全７回連続講座）

甲賀まちづくりサロン

　地域の課題発見と課題解決への取り組み方法について、グループワークを通じて学んでみませんか。
　受講者一人ひとりの考えや希望をふまえて、いくつかの取り組みテーマを決め、グループに分かれてテーマ
に沿った事業の企画・立案をします。
【昨年度の取り組みテーマ例】　「里山再生」・「地域交流」・「情報活用」
 日程／【第１回】１０月 ３日（金）　【第２回】１０月１７日（金）　【第３回】１１月 ７日（金）　【第４回】１１月２１日（金）

　　　　【第５回】１２月 ５日（金）　【第６回】 １月２３日（金）　【第７回】 ２月 ６日（金）
　　　　※７回全て受講することが望ましいですが、都合により参加できない場合も受講可能です。

 9月27日（土）『「しがらき窯元散策路おかみさんの会」のおもてなしにふれる』（参加費500円）
 10月4日（土）『貴生川地域の郷土史会活動について知る』（参加費400円）
 11月8日（土）『甲賀地域の特産品加工グループ活動について知る』（参加費400円）

　  ※１回ごとの参加が可能です、ぜひご参加ください。（開催１週間前までにお申し込み下さい。）

　お茶でも飲みながら「まちづくり」について楽しく学ぶ場です。毎回、それぞれの地域のまちづくりの取り
組みについてお話を伺い、自由に語り合っていただきます。これまで甲南、土山で開催しました。

 時間／各回１９時〜２１時
 場所／甲賀市市民福祉活動センター（甲南中学校前）
 対象／市内在住、在学、在勤の方
定員／先着３０人
 費用／２，０００円（受講費用は第１回にご持参ください）

 申込締切／９月２４日（水）
 申込方法／所定の申込用紙をお近くの地域市民
センターへ提出いただくか、電話で地域コミュニ
ティ推進室までお申し込みください。

　 ※詳しくは市ホームページをご覧ください
　 　http://www.city.koka.lg.jp/machijuku

問
い
合
わ
せ

地域コミュニティ推進室
☎６５‐０６８７　 ６３‐４５５４

◀甲南町柑子地域の梅栽培活動について学ぶ（甲賀まちづくりサロン７月開催）

▲名神名阪連絡道路の計画イメージ
早期実現に向けた啓発看板▶

早
期
実
現
へ
地
域
の
熱
意
を

名
神
名
阪
連
絡
道
路

道
路
の
計
画
概
要

　

名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
名
神
高
速
道

路
と
新
名
神
高
速
道
路
、
名
阪
国
道
と
の

連
結
に
よ
り
、
東
西
方
向
道
路
網
の
機
能
強

化
や
広
域
的
な
交
流
を
促
進
し
、
北
陸
自

動
車
道
、
伊
勢
自
動
車
道
と一体
と
な
っ
て
、

日
本
海
か
ら
太
平
洋
に
至
る
南
北
方
向
の

地
域
連
携
軸
を
形
成
す
る
地
域
高
規
格
道

路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
の
機
能
面
も
重
要
と
な
る

道
路
で
す
。

地
元
の
危
険
な
道
路
事
情

　

市
内
に
お
け
る
国
道
1
号
か
ら
新
名
神

高
速
道
路
、
名
阪
国
道
に
至
る
区
間
で
は
、

各
幹
線
道
路
で
渋
滞
が
発
生
す
る
た
び
に

多
く
の
大
型
車
両
が
地
域
の一般
道
路
へ
流

れ
込
み
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
元
住
民
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も
早

期
の
道
路
整
備
が
必
要
で
す
。

道
路
整
備
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

◦
一
般
道
路
の
安
全
確
保

◦
観
光
や
企
業
誘
致
の
優
位
性
向
上

◦
災
害
時
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
効
用

◦
北
陸
・
伊
勢
方
面
へ
の
移
動
時
間
短
縮

早
期
実
現
へ
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

　

市
議
会
全
議
員
か
ら
な
る
「
名
神
名
阪

連
絡
道
路
整
備
促
進
甲
賀
市
議
会
議
員
連

盟
」
が
6
月
4
日
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
6
月
23
日
に
は
、
地
域
の
要
望
団
体

で
あ
る
「
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
区

間
指
定
を
実
現
す
る
会
」の
総
会
が
開
か
れ
、

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
嶋
市
長
は
早
期
実

現
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
滋
賀
県
・
三
重
県
の
関
係
市

町
・
団
体
か
ら
な
る
「
名
神
名
阪
連
絡
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
の
活
動
や
、
昨
年

に
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
名
神
名
阪
連
絡
道

路
早
期
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な

ど
、
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
熱
意
と
機
運
が
大
切

　
早
期
実
現
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
熱

意
や
機
運
の
盛
り
上
が
り
が
大
切
で
す
。
名

神
名
阪
連
絡
道
路
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な

道
路
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路

新名神高速

国道1号
栗東 IC

琵琶湖

草津 JC
草津田上 IC

信楽 IC

甲南 IC

甲賀土山 IC

伊賀 IC

竜王 IC

八日市 IC

名阪
国道

名
神
高
速

1

307

8

401

165

163

問い合わせ

建
設
事
業
課　
事
業
調
整
係

☎
６
５‐０
７
２
３
／
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◆日時／10月11日（土）10時～15時30分　　　◆会場／甲南情報交流センター（忍の里プララ）

　　ぼう、　　 えよう、　　　　しよう学 考 交流

まなびの体験広場2014　ひとみの輝く甲賀っこまつり

甲賀市 エコフェスタ2014

　学んでいる人たちには「発表の場」として、また
その場で体験する子どもたちには「学ぶ場」として、
異世代間の交流の中から人の輪を広げていく機会
となるよう企画しました。皆さんのご来場をお待
ちしています。
■体験時間
　午前の部：10時30分～／午後の部：13時～
■体験対象者／市内の小学生
■体 験 講 師／市内の高校生・専門学校生の皆さん、

シルバー人材センター会員の皆さん、工業会の皆
さん、建築組合の皆さん　ほか

体験コーナー

※�コーナーによって当日受付の必要なものがあります。 
詳細は対象者に配布するチラシをご覧ください。

　地球温暖化問題について家庭で取り組めることを、
展示や体験を通して広く市民の方に学んでいただける
催しです。
【展示コーナー】
　•環境と電気の体験
　•生ごみと堆肥化循環システム
　•グリーン購入

【省エネ診断ソフトによる診断コーナー】
　�滋賀県温暖化対策課ホームページに掲載の事前

調査票をお待ちください
【フリーマーケットコーナー】
【交通安全ひろばコーナー】
【地産地消コーナー】
　•�地元の農産物や特産物の販売
　※�出展内容は変更になる場合があります。

◦コースター作り
◦かんたん科学工作
◦CDラック製作
◦プラネタリウム体験　など

問
い
合
わ
せ

社会教育課　生涯学習係
☎８６‐８０２１　 ８６‐８３８０

問
い
合
わ
せ

生活環境課　環境政策係
☎６５‐０６９１　 ６３‐４５８２

甲
賀
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
市
民
協
賛
事
業

特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会

　
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、
体
操
講
師
と
ピ
ア
ノ
生
演
奏
に
よ
る
「
特
別
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

第
1
放
送
で
全
国
に
向
け
て
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
９
月
28
日（
日
）

午
前
5
時
30
分
：
開
場

　
　
6
時
00
分
：
開
会
式

　
　
6
時
10
分
：
リ
ハ
ー
サ
ル

　
　
6
時
30
分
：
ラ
ジ
オ
体
操（
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
1
放
送
で
生
中
継
）

　
　
6
時
40
分
：
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
体
操（
7
時
終
了
）

《
会
場
》
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
甲
南
体
育
館
）

※
雨
天
時
は
会
場
が
狭
い
た
め
入
場
制
限
を
し
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

★
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
先
着
で
参
加
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

9
月
28
日（
日
）は
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

問い合わせ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
８
６‐８
０
２
３
／

８
６‐８
３
８
０

甲賀市公開事業評価を実施 市
民
の
皆
さ
ん
の
参
観
を�

�

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
経
営
を
目
指
し
、
市
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
事
業
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
申
込
は
不
要
で
、
ど
な
た
で

も
自
由
に
参
観
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
公
開
事
業
評
価
と
は

　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
必
要

性
や
有
効
性
、
ま
た
実
施
方
法
も
含

め
、事
業
評
価
員（
外
部
有
識
者
な
ど
）

と
市
役
所
職
員
が
質
疑
・
応
答
や
議

論
を
行
い
、
事
業
評
価
員
は
事
業
評

価
結
果
と
な
る
判
定
区
分
の
決
定
と

そ
の
理
由
を
ま
と
め
ま
す
。

◆
事
業
評
価
結
果
の
公
表
と
市
の
対
応

　

事
業
評
価
の
結
果
は
当
日
会
場
で

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
後
日
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
評
価
員
の
意
見
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
事

業
評
価
結
果
を
尊
重
し
た
市
の
対
応

方
針
の
検
討
を
行
い
、
事
業
の
方
向

性
を
決
定
・
公
表
し
ま
す
。

◆
事
業
仕
分
け
実
施
事
務
事
業＜

10
事
業＞

　

消
防
活
動
推
進
事
業
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
／
住
基
カ
ー
ド
運

用
事
業
／
介
護
支
援
事
業
（
任
意
事

業
）
／
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
／

甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
・
発
信
事
業
／

市
営
住
宅
管
理
運
営
事
業
／
都
市
公

園
等
管
理
運
営
事
業
／
図
書
館
運
営

事
業
／
信
楽
中
央
病
院
・
水
口
診
療

所
運
営
事
業

日
時

  

９
月
14
日（
日
）９
時 

～
17
時

場
所

  

甲
賀
公
民
館（
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
）　
研
修
室

　
　
　
　
甲
賀
町
大
原
中
８
８
６
番
地

問い合わせ

行
政
改
革
推
進
室

☎
６
５‐０
６
７
１
／
６
３‐４
５
６
１

平成26年度
人間ドック検診費助成のご案内

　市では生活習慣病の早期発見・予防のため、国民健康保険にご加入の方を対象に特定健診の実施や人間
ドック検診費の助成を行っています。
　特定健診の無料受診券は7月末までに送付していますが、特定健診を受けずに人間ドックを受ける方は、
次のとおり検診費用の助成を行います。

 助成の条件
　・対象者…次のすべてに該当する方
　　①甲賀市国民健康保険にご加入の方
　　②国民健康保険税の滞納がない世帯の方
　　③昭和 50 年 3 月 31 日以前に生まれた方
　・検診内容…特定健診の検査項目をすべて含むもの
　・受診日…平成 27 年 3 月 31 日まで
　※年度内に７５歳になる方は、７５歳の誕生日の前日まで。

 助成の金額
　検診費用の 1 ／ 2（上限 2 万円）
　※助成は一年度中に 1 回限りです。

 申請の方法
①ドックを受ける日が決まったら、国民健康保険被保

険者証と印鑑と特定健診の受診券（ピンク色）を
持って、申請の手続きに来てください。

②受診後、検診結果・領収書・振込先の通帳・印鑑
を持って、助成金交付申請に来てください。

 申請場所
　保険年金課（水口庁舎１階）または旧支所の地域市
民センター

問
い
合
わ
せ

保険年金課　国保年金係
☎ 65‐0688／ 63‐4６１８

甲賀市市制施行10周年記念

イメージキャラクター　ラジオ体操坊や

8平成 26 年 9 月 1 日9 平成 26 年 9 月 1 日
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近
代
化
と
甲
賀
の
産
業

　
「
文
明
開
化
」と
い
う
言
葉
は
耳
に
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
の
中
身

は
と
問
わ
れ
る
と
、
鹿
鳴
館
、
鉄
道
の
開
通
、

ざ
ん
ぎ
り
頭
・
・
・
。
意
外
に
も
断
片
的
な
イ

メ
ー
ジ
し
か
わ
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。『
広
辞
苑
』に
よ
る
と
明
治
初
年
の
近

代
化
や
欧
化
主
義
の
風
潮
を
い
う
と
あ
り
ま

す
。
先
だ
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、

生
糸
の
対
外
輸
出
の
た
め
国
の
肝
い
り
で
整

備
し
た
官
営
の
模
範
工
場
で
す
が
、
工
場
を

描
い
た
当
時
の
錦
絵
を
見
る
と
、
ま
さ
に
文

明
開
化
そ
の
も
の
で
す
。

　

で
は
、
甲
賀
市
域
の
文
明
開
化
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
。
全
国
的
な
も
の
と
し
て
は
小

学
校
の
開
校
や
徴
兵
制
度
な
ど
が
あ
り
、
ま

た
宿
駅
制
度
の
廃
止
や
郵
便
局
の
設
置
、
鉄

道
の
開
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
城
下
町
だ
っ
た
水
口
で
は

武
士
階
級
が
な
く
な
り
、
頭
の
上
の
重
石
が

と
れ
た
と
思
っ
た
人
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
れ
も
文
明
開
化
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
そ
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
地
元
の
産
業

と
近
代
化
の
関
わ
り
で
す
。

　
当
時
の
代
表
的
な
産
業
と
し
て
は
茶
業
・
信

楽
焼
・
水
口
細
工
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
象

徴
的
だ
っ
た
の
は
幕
末
の
開
港
以
来
急
成
長

を
遂
げ
て
い
た
茶
業
で
す
。
や
は
り
輸
出
品

と
し
て
各
地
で
盛
ん
だ
っ
た
の
に
今
で
は
忘

れ
去
ら
れ
て
い
る
製
糸
業
、
水
口
細
工
も
輸

出
品
と
し
て
、
素
材
や
品
目
に
転
換
を
加
え

て
い
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
保
守
的
だ
と
思
っ

て
い
る
地
場
産
業
は
、
じ
つ
は
時
代
の
変
化
、

特
に
輸
出
と
深
い
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
3
月
に
刊
行
予
定
の
甲
賀
市
史
第
4

巻「
明
日
の
甲
賀
へ
の
歩
み
」は
、
明
治
維
新

後
の
近
代
化
が
、
甲
賀
市
域
で
ど
う
進
ん
だ

の
か
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／

８
６‐８
２
１
６ ▲明治29年創立の日本製茶輸出株式会社（神戸市）にも甲

賀の人々が深く関わっていた（国立国会図書館蔵）

◦�『
甲
賀
市
史
』市
内
書
店
な
ど
で
好
評

販
売
中

正しく使おう　みんなの下水道
� 9月10日は「下水道の日」です
　下水道は自然や生活環境をよりよくするための公
共の財産です。ルールを守って上手に使いましょう。

雨水を流入させないで 　
　汚水管に雨水の排水管を接続すると、汚水管が溢れ、
逆流することがあります。誤った接続を発見したときは、
雨水を流さないよう改善してください。 

天ぷら油などを流さないで 　
　管の中で石けんと化合して固まったり、処理場の機
能を低下させます。無色透明のペットボトルに入れ、収
集日に廃食油として出してください。

月に一度はゴミよけますの清掃を
　ゴミよけますが詰まると管に固形物が流れ込んだり、
排水ができなくなりますので、月に一度は清掃してくだ
さい。
　ゴミよけますにたまったゴミは下水道に流さず生ゴミ
として処理してください。また、風呂や洗面所からの
排出口にあるトラップますも、髪の毛やゴミを取り除い
てください。

下水道へ流してはいけないもの
ガソリン、シンナーなど揮発性の高い危険物は爆
発の恐れがあります。
土砂や木片、タバコ、ビニール類など固形物は管
の途中で詰まります。
強酸性、強アルカリ性の薬品や農薬、犬や猫など
家畜のふん尿は処理場の微生物に悪影響を与え、
処理機能が低下します。 
多量の熱湯や冷水はプラスチック製の管を変形さ
せる恐れがあります。 

トイレットペーパーを使いましょう
　水に溶けないティッシュペーパーや紙おむつ、生理
用品を流すと便器や管の途中での詰まりの原因となり
ます。また、トイレで流れる水の量を自分で調節しな
いでください。水の量が少ないと汚物が十分に流れず
詰まりの原因になります。

問
い
合
わ
せ

下水道課　計画普及係
☎８６‐８０１２／ ８６‐８３９０

問
い
合
わ
せ

こども未来課　管理係
☎８６‐８１７９／ ８６‐８３８０

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

幼稚園・保育園・認定こども園等の入園手続きが変わります

～子ども・子育て支援新制度がスタート～
　平成２７年４月から、「子ども・子育て支援新制度」が全国でスタートする予定です。
　この制度は、これまでの子育てをめぐる様々な課題の解消を目指したものです。
　新制度実施に伴い、幼稚園・保育園・認定こども園等の入園手続きが変わります。

Q１. 利用手続きの主な変更点は？
　幼稚園・保育園・認定こども園等に入園するためには、市の「認定」を受けることが必要になります。
　なお、私立幼稚園のうち、新制度へ移行する園に入園する場合、認定を受ける必要がありますので、各園に 
お問い合わせください。

Q２. 教育・保育を受けるための「認定」とは？
　幼稚園・認定こども園（短時部）については、保護者の就労等の審査は無く、申請により満３歳以上の子ども
は認定を受けることができます。
　保育園・認定こども園（長時部）等については、例えば「保護者が就労している場合」など、審査により保育
が必要と市が判断した場合、年齢により２号または３号認定を受けることができます。

※２号・３号認定を受ける方は、保育が必要な時間によってさらに「保育標準時間」と「保育短時間」に区分されます。

Q３. 来年度入園の手続きはどう変わる？
　手続きの流れはこれまでと大きく変わりませんが、認定申請が必要です。詳細については、入園案内冊子など
にてご確認ください。
　なお、新制度に関する詳細については、内閣府ホームページをご確認ください。
　http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html　

入園申込について
　公立幼稚園・保育園・認定こども園（長時部）の入園案内および申込書等については、９月２２日（月）から下
記の場所に配置しますのでご確認ください。なお、私立幼稚園・認定こども園（短時部）の入園案内等につい
ては広報８月１５日号をご確認ください。

○申込受付期間
　幼稚園（公立）					    　 平成26年10月  7日（火）～  9日（木）
　保育園（公立・私立）・認定こども園（長時部）	 　 平成26年10月14日（火）～24日（金）
○入園案内冊子・申込書の配置
　市内各保育園・幼稚園・認定こども園・市民窓口センター（水口）、土山地域市民センター・
　甲賀大原地域市民センター・　甲南第一地域市民センター・信楽地域市民センター・各子育て支援センター

入園希望のお子さん 利用する施設 必要な認定区分

満３歳以上

教育を希望する場合
（保育を必要としない）

幼稚園
認定こども園（短時部） １号認定

保護者の就労等で
保育を必要とする場合

保育園
認定こども園（長時部） ２号認定

満３歳未満 保育園
認定こども園（長時部）等 ３号認定

内閣府　子ども・子育て支援新制度 検索

10平成 26 年 9 月 1 日11 平成 26 年 9 月 1 日
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特派員
� のページ

まち
 かど

みんなでつくる安心・安全なまちみんなでつくる安心・安全なまち
第5回推進協議会開催
　7月15日、碧水ホールで第5回セーフコミュニティ推
進協議会が開催されました。
　本年5月に実施した事前審査において、市のセーフ
コミュニティ活動は、これまでの取り組みに加えて「医
療機関や専門家の協力・連携」「外国人に配慮した取り
組み」「まち全体への活動の広がり」などについても取
り組むよう指導・助言をいただきました。そこで、第5
回推進協議会では、これらの指導・助言の確認と、今
後の進め方について検討が行われました。
　また、5項目のテーマ別対策委員会からの状況報告に
対し、「外国人に配慮した取り組みを全ての対策委員会
で検討してほしい」「高校生など、若い世代の参画を工
夫してほしい」「インターネットやLINE(ライン)でのいじ
めなど、子どもの世界で起きている新たな問題にも着
目すべきでは」など、様々な意見や提案が出されました。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

福島県郡山市から視察に来庁
　8月8日、福島県郡山市から2名の市職員が本市セー
フコミュニティ活動の視察に来庁されました。
　郡山市は市制施行90周年・合併50年を迎え、本年
11月の「セーフコミュニティ取組宣言」に向けて、現
在は研究・調査活動をされています。視察では、本市
からの概要説明の後、第7回外傷サーベイランス委員
会を見学され、「実際の運営のイメージがよくわかりま
した。甲賀市の委員は熱心な方ばかりですね。郡山市
もこのように進められればと思います。」との感想をい
ただきました。

▶
第
5
回
推
進
協
議
会

問い合わせ

政
策
推
進
課

☎
６
５‐０
６
７
０
／
６
３‐４
５
５
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://www.city.koka.lg.jp/8157.htm

市
制
施
行
10
周
年

　
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
今
秋
は
、
た
く
さ
ん
の
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

９
月
・
10
月
開
催
予
定
の
記
念
事
業

開催予定日 事　業　名
シンボル事業 10月  5日(日) 市制施行10周年記念式典

特 別 事 業 10月  5日(日) 「甲賀のめぐみ」丸ごと市場
10月12日(日) 赤ちゃんから楽しめる音楽とあそびの広場

冠 事 業

10月  8日(水) こうか盛人のつどい
10月11日(土) 甲賀市エコフェスタ2014
10月11日(土) まなびの体験広場2014
10月18日(土) 甲賀市地域福祉大会

提 案 事 業   9月20日(土)・21日(日) Classic&supercar　 LAKE BIWA Rally
10月18日(土) 東海道浪漫歩行　～未来・夢あかり30kmウォーク～

協 賛 事 業

  9月  7日(日) 第60回甲賀町民体育大会
  9月28日(日) 特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会
10月  1日(水) 第18回みなくち『かんぴょうの里』杯 親善ゲートボール大会
10月  5日(日) めざせ名物～経営者が学ぶ商いの心～
10月11日(土)～13日(月) 第61回信楽陶器まつり
10月11日(土)～11月9日(日) 特別企画展　高橋春斎展
10月12日(日) 10時間（5時間）耐久リレーマラソン大会
10月26日(日) こうか商工まつり

【
お
知
ら
せ
】

　
市
民
団
体
な
ど
と
市
が
協
働
で
実
施
す
る
協

賛
事
業
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
1
4

　
8
月
2
日（
土
）鹿
深
夢
の
森
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
P
14
元
気
な
ま
ち
か
ど
参
照
）

８
月
の
記
念
事
業
だ
よ
り

陶
都
・
信
楽
を
支
え
る
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

　
私
は
信
楽
に
生
ま
れ
育
ち
、
四
季
の
行
事
や
人
と
人
の
つ
な
が
り
な
ど
、
信
楽
の
良
い
と
こ
ろ
を
い
っ
ぱ
い
知
っ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
信
楽
の
人
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
ど
ん
な
行
事
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
影
の
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

家
族
の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
け
っ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
、
こ
の
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奉
仕
作
業
で
ま
ち
も
心
も

美
し
く

　
7
月
1
日「
び
わ
湖
の
日
」

の
前
後
に
、
信
楽
で
は
全
戸
約

4
8
0
0
世
帯
が
参
加
す
る
一

斉
清
掃
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
一
斉
清
掃
は
、
40
年
余
り

受
け
継
が
れ
て
お
り
、
私
が
住
む

長
野
区
で
も
、
7
月
6
日
の
早
朝

か
ら
皆
が
作
業
着
に
身
を
包
み
、

鎌
や
草
刈
機
を
持
参
し
て
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
各
町
内
会
長

さ
ん
の
指
示
の
も
と
、
広
範
囲
に

生
え
て
い
た
雑
草
は
手
際
よ
く
刈

り
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
草
を
刈
り
な
が
ら
、
日
ご
ろ
ご

無
沙
汰
し
て
い
た
人
と
も
近
況
報

告
。
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
手
を
動
か
し

ま
す
。「
毎
年
清
掃
に
出
ら
れ
て

い
る
の
で
す
か
？
」と
問
い
か
け

る
と「
毎
年
こ
の
日
は
大
勢
が
集

ま
っ
て
る
か
ら
な
ぁ
。
ず
い
ぶ
ん

前
か
ら
続
い
て
い
る
も
ん
な
ぁ
。

中
な か

村
む ら

 津
つ

弥
や

子
こ

こうかまちかど
特派員

え
ら
い
も
ん
や
わ
。
今
月
末
に
は

火
ま
つ
り
も
あ
る
し
、
綺
麗
に
せ

な
あ
か
ん
わ
な
ぁ
！
」と
信
楽
弁

で
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
信
楽
全
体
が
観
光
地
と
し
て
美

観
を
保
ち
、
居
住
地
の
隅
々
ま
で

が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
る
の
は
、

住
民
の
凛
と
し
た
気
持
ち
と
高
い

美
意
識
の
賜
物
な
の
で
す
。

伝
統
の
信
楽
火
ま
つ
り

を
支
え
る
２
５
０
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
信
楽
火
ま
つ
り
は
、
愛
宕
山
頂

の
陶
器
神
社
へ
祈
り
を
込
め
て
松

明
を
奉
納
す
る
伝
統
行
事
で
、
今

年
は
7
1
0
本
の
松
明
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　
陶
器
を
焼
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い〝
火
〟、
産
業
や
生
活
、
文
化
に

欠
か
せ
な
い〝
火
〟へ
の
感
謝
と
、

〝
火
〟に
関
わ
る
安
全
を
願
っ
て
行

わ
れ
る
火
ま
つ
り
は
、
大
切
な

〝
火
〟と
、
恐
ろ
し
き〝
火
〟両
方
を

お
守
り
い
た
だ
く
た
め
の
焼
き
物

の
町
な
ら
で
は
の
神
事
で
す
。

　
火
ま
つ
り
に
先
立
ち
、
7
月
6

日
に
は
奉
納
松
明
を
作
る「
取
り

に
来
て
や
！
」事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
総
勢
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

松
明
の
材
料
準
備
か
ら
製
作
ま
で

を
手
伝
い
、
特
大
松
明
3
本
を
含

む
約
5
0
0
本
が
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
火
ま
つ
り
に
一
般
参
加
す

る
人
た
ち
も
松
明
の
材
料
を
取
り

に
来
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

を
借
り
な
が
ら
、
そ
の
場
で
製
作

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
火
ま
つ
り
当
日
ま
で
の

案
内
看
板
や
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
の
準

▲ボランティアの支えで開催
されている信楽火まつり

▲40年余り続く一斉清掃

▶
松
明
の
材
料
や
の
ぼ
り
旗
の
準
備
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

備
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
い
ま
す
。

　
火
ま
つ
り
当
日
に
は
、
提
灯
の

設
営
、
奉
納
順
路
の
確
認
、
着

火
出
発
・
到
着
地
点
の
設
営
な
ど

諸
々
の
準
備
と
、
翌
日
早
朝
か

ら
行
わ
れ
た
後
片
付
け
を
含
め
、

総
勢
の
べ
2
5
0
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
信
楽
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
・
火
ま
つ
り
の
運
営
を
支
え
て

い
る
の
で
す
。
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で あ い こ う か

D E A I  K O K A

▲説明を聞きながら遺跡を巡る見学者

▲大迫力の１００人太鼓

▲セミの発音器官をみんなで観察

戦
国
期
の
知
ら
れ
ざ
る
城
館
を
発
見

貴
生
川
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

　
平
成
25
年
9
月
か
ら
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き

た
貴
生
川
遺
跡
で
戦
国
時
代
の
城
館
跡
が
発
見
さ

れ
、8
月
3
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
城
館
跡
は
、約
50
m
四
方
に
及
ぶ
規
模
や
、良

好
な
遺
存
状
態
、こ
れ
ま
で
平
地
で
の
城
館
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
所
で
の
発
見
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、戦
国
時
代
の
甲
賀
武
士
団
の
歴
史
や
城

郭
史
に
お
け
る
重
要
な
発
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
学
者
ら
は
係
員
の
説
明
を
受
け
、緊
張
し
た
乱
世

の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
遺
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

夏
空
に
響
く
太
鼓
と
鼓
動

和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森

　
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
が
8
月
2
日
、
鹿
深
夢

の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
・
甲
賀
の
小
佐
治
す
い
り
ょ
う
太
鼓
や
甲
賀

忍
玉
太
鼓
団
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
9
チ
ー
ム
が

出
演
。
汗
が
飛
び
散
る
ほ
ど
熱
く
激
し
い
演
奏
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
プ
ロ
和
太

鼓
チ
ー
ム
「
志し

多だ

ら
」
も
加
わ
り
、
全
チ
ー
ム
が
合

同
で
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
「
1
0
0
人
太
鼓
」
が
披

露
さ
れ
、
地
鳴
り
の
よ
う
に
響
く
大
迫
力
の
サ
ウ
ン

ド
が
、
来
場
者
の
心
と
身
体
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

身
近
な
昆
虫
の
観
察
会

く
す
り
学
習
館

　
く
す
り
学
習
館
で
8
月
2
日
、夏
休
み
期
間
中
の

児
童
を
対
象
に
し
た
昆
虫
観
察
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、甲
南
高
校
の
生
徒
７
人
が
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、児
童
と一緒
に
な
っ
て
近
く
の

草
む
ら
や
雑
木
林
に
分
け
入
り
、虫
捕
り
網
を
使
っ
て

セ
ミ
、バ
ッ
タ
、蝶
、カ
マ
キ
リ
な
ど
の
昆
虫
を
採
取
し

ま
し
た
。

　
捕
ま
え
た
セ
ミ
を
観
察
し
、発
音
器
官
の
し
く
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
児
童
ら
は
、小
刻
み
に
震
え
る

セ
ミ
の
腹
を
興
味
深
そ
う
に
覗
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

学校と地域をつなぐ出前講座
甲南高校教諭

森
も り

田
た

 和
か ず

行
ゆ き

さん

地域に根差した就業を

甲賀JOBフェア

　市内の企業・事業所と、就職を希望する学生・若年求
職者が一堂に会する合同就職面接会「甲賀JOBフェア」
が8月6日、碧水ホールで開催されました。
　営業、事務、介護、建築土木、製造など、幅広い職種で
採用を予定する31の企業ブースが設けられた会場で
は、採用担当者から各企業・事業所のPRや採用に関す
る説明が行われ、就職希望者はメモを取ったり資料を
確認しながら、熱心に聞き入っていました。

■授業と連携した多彩なコンテンツ
　出前講座のコンテンツ(中身)は、簡単なものから
組み合わせによって100種類ほど。バイオや科学、
ものづくり、観察など多彩に取り揃え、依頼内容や
参加者に合わせて組み立てます。中には「忍者とく
すり」「薬膳料理」など学校の授業を応用したものや、
生徒自身がコンテンツを考案し、準備から当日の運
営まで全てを担当するものもあります。
　地域の子どもが楽しく科学や技術を体験できると
同時に、生徒にとっては、教えることの難しさに気付
く・物おじせず前に出る・準備を通じて段取りを覚え
るなど、貴重な体験学習になっています。
■学校と地域・世代間の交流の場として
　「バイオとかがく系列」の前身・薬業科は、地場産
業である製薬・配置売薬の後継者育成を目的に地元
の要請で設置され、地域とのつながりの中で育まれ
てきましたが、近年では世代間交流や地域コミュニ
ティが希薄化し、学校と地域の距離も遠くなりがち
です。
　しかし、学校は地域に育てられるとともに、高校生
には子どもと大人をつなぐ世代として地域で果たす
役割があると思うのです。ですから、生徒が積極的
に地域に出て、様々な年代の方と接する機会を意図
的に作るようにしています。学校と地域がつながる
場を、これからもできる限り提供していきたいと思い
ます。

　森田さんは甲南高校「バイオとか
がく系列」の先生。学校の専門性と
教育内容を活かし、小学校での出前
実験や、くすり学習館と連携した体験
教室など、生徒とともに地域に出向
く「出前講座」に精力的に取り組んで
おられます。この講座は評判を呼び、
今では公民館事業や地域イベントな
ど、毎月のように依頼が舞い込む盛況
ぶり。夏休みに開催された人気の講
座にお邪魔し、お話を伺いました。

甲賀の茶に高い評価

関西茶品評会出品茶審査会

　関西茶品評会出品茶審査会が8月6日～8日、甲賀農
業協同組合本所で行われました。
　品評会には、5茶種516点の茶が出品され、厳正な審
査が行われた結果、普通煎茶の部で信楽町上朝宮の曽

そ

和
わ

治
は る

彦
ひ こ

さんが、かぶせ茶の部で農事組合法人グリーン
ティ土山・ 佐

さ え き

伯友
と も き

樹さんがそれぞれ最高位の農林水産
大臣賞を受賞されました。また市内産の茶が特別賞を
多数獲得するなど上位を占め、甲賀市は両部門の産地
賞にも輝きました。
　名実ともに高く評価される甲賀の茶。皆さんもぜひ
ご賞味ください。

▲ 27 人の専門家による審査風景

▲企業ブースを巡る就職希望者
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地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

南
杣
自
治
振
興
会
で
は
、
月
に
１
度「
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

理
事
の
方
が
２
人
ず
つ
の
当
番
を
決
め
、

車
に
乗
り
、
２
ル
ー
ト
を
隔
月
で
不
法
投
棄

が
な
い
か
な
ど
巡
回
確
認
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
杣
地
域
は
、
地
域
の
真
ん
中
を
新
名
神

高
速
道
路
が
通
過
し
て
お
り
、
甲
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
り
ま
す
。
７
月
下
旬
の

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
側
道
ト
ン
ネ
ル
の
下
で
大
き
な
ゴ
ミ
が

見
つ
か
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
閉
鎖
さ
れ
た
ト

イ
レ
の
中
に
ま
で
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
心
無
い
不
法
投
棄
が
な
く
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鮎
河
学
区
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」が
7
月
20
日
、
休
園
中
の
鮎
河
保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
、
暑
い
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
き
れ
い
に
掃
除

し
て
く
だ
さ
っ
た
園
舎
に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
早
速「
笑
い

ヨ
ガ
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ご
心
配
な
く
。
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
よ
う

な
ち
ょ
っ
と
無
理
な
体
勢
で
体
を
ね
じ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ヨ
ガ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
座
っ
た
ま
ま
で
無
理
な
く
楽
し
く
歌
い
な
が
ら

「
ハ
・
ハ
・
ハ
」。
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
統
合
さ
せ
た
運
動
で
体
を

動
か
し
、
心
も
体
も
若
返
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
で
も
、
途
中
ち
ょ
っ
と
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
行
け
な
く
な
っ
た
場
面

も
…
。
そ
れ
も「
ハ
・
ハ
・
ハ
」と
笑
い
で
ご
ま
か
し
、
夏
の
暑
さ
も
吹

き
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
元
気
さ
で
し
た
。

平
和
の
願
い
い
つ
ま
で
も

●
岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
和

へ
の
願
い
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
る
た

め
に「
戦
争
体
験
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
、
滋
賀
県
平
和
祈
念
館
が
所

蔵
し
、
市
内
の
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
記

録
し
た
も
の
で
、
戦
地
で
の
体
験
や
工
場

で
の
勤
労
体
験
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
や
高
齢
者
の
方
ま
で
多
く
の

皆
さ
ん
に
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
達
か
ら
は「
戦
争
中
は
つ
ら
い
生
活
だ
っ

た
」、「
戦
争
は
二
度
と
起
こ
っ
て
ほ
し
く

な
い
と
思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
戦
争
を
体
験
し
た

方
が
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

笑いヨガでみんな元気
●鮎河地域市民センター

朝宮自治振興会の
新しい取り組み

　
朝
宮
自
治
振
興
会
で
は
、
地
域
の
活
性
化
と
、
文
化
・
事
業

の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
、
今
年
度
か
ら
組
織
が
次
の
通
り
大

き
く
改
編
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
防
災
、
防
犯
に
対
応
で
き
る
町
づ
く
り（
防
災
防
犯
部
会
）

②
地
域
の
長
期
、
中
期
、
短
期
課
題
の
検
討（
地
域
課
題
検
討

部
会
）③
広
報
紙
の
発
行
継
続
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
検
討（
地

域
広
報
部
会
）④
住
民
交
流
や
子
育
て
支
援
等
の
拠
点
づ
く
り

（
地
域
交
流
推
進
部
会
）⑤
地
域
の
文
化
財
、
埋
蔵
文
化
財
保
存

活
動（
文
化
振
興
部
会
）な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
取
り
組
み
と
、
敬
老
会
や
体
育
大
会
、
文

化
祭
な
ど
既
存
の
継
続
事
業
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
よ
り

一
層
盛
り
上
が
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち
を
願
っ
て

●
甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●朝宮地域市民センター

▶
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

▲自治振興会による防災倉庫点検

▲熱心にパネルを見入る見学者

▲みんな元気に「ハ・ハ・ハ」

県内一斉 屋外広告物
� クリーンキャンペーン
　9月1日〜10日の期間、「屋外広告物適正化週間」が全国で展開されます。県内では一斉にクリーン
キャンペーンが実施され、市内でも違反広告物の簡易除却を行います。

■屋外広告物の設置は許可が必要です
　良好な景観を維持し、公衆への危害を防止するために、屋外広告物を掲示する際のルールが条例に
定められています。屋外広告物を掲示するにはこの条例に基づき原則許可を受けなければなりません。
■屋外広告物とは
　常時又は一定の期間継続して屋外で公衆に表示されるもので、看板、はり紙、広告旗、広告板、広
告幕等の類を言います。(イラスト、シンボルマークなどだけであっても該当します）

　美しいまちなみを守るため、ご理解、
ご協力をお願いします。

問
い
合
わ
せ

都市計画課　都市計画係
☎６５‐０７１９／ 63‐4６０１

「いつまでも
� お元気で」
� の思いをこめて
～市の高齢者福祉事業～
　9 月 15 日は老人福祉法で「老人の日」
と定められており、今年は「敬老の日」
の祝日も重なります。この機会にあらた
めて高齢者の方々を敬愛しましょう。
　市では下記の敬老事業を実施します。

敬老金事業
　9 月 15 日現在、市内に引き続き 1 年
以上居住している満 80 歳以上の方へお
祝いとして 3,000 円を支給します。

長寿をたたえる事業
　9 月 15 日現在、市内に引き続き 1 年
以上居住している市内最高齢者の方、満
99 歳または満 88 歳の方へ長寿のお祝
いとして記念品を贈呈します。
問
い
合
わ
せ

長寿福祉課　高齢者支援係
☎６５‐０６９６／ 63‐4０８５

甲賀市市制施行 10 周年記念

「こうか盛
せいじん

人のつどい」を開催
　

20
歳
の
成
人
式
か
ら
半
世

紀
、
70
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
再
会
を
喜

び
、
ま
す
ま
す
元
気
で
身
近

な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
後

輩
の
育
成
・
指
導
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
よ

り
充
実
し
た
豊
か
な
人
生
を

過
ご
す
こ
と
を
確
か
め
合
う

機
会
と
し
て
「
こ
う
か
盛
人

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
８
日（
水
）13
時
～

※
12
時
～　

展
示
室
・
ロ
ビ
ー
で

は
、
作
品
展
、
野
菜
の
展
示
販

売
を
行
い
ま
す

場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

記
念
講
演

講
師
／
俳
優　
紺こ
ん
野の

美み

沙さ

子こ

さ
ん

　
テ
レ
ビ
、
映
画
、
舞
台
で
活
躍
さ

れ
る
一
方
、
国
連
開
発
計
画
親
善
大

使
の
任
命
を
受
け
、
国
際
協
力
の
分

野
で
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら

の
体
験
談
を
中
心
に
「
今
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
〜
か
が
や
い
て
生
き
抜

く
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

問い合わせ

社
会
教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
８
６‐８
０
２
１
／
８
６‐８
３
８
０
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甲 賀 市 甲 南 町 池 田 2 3 8 6

快適で安心な  “木の家づくり
”新築　増改築　リフォーム　古民家再生

創業56年 田 中 一 級 建 築 士 事 務 所

㈱ 田 中 工 務 店
TEL 86-3669　FAX 86-5021

どのような小さな工事でもお気軽にご相談ください
一生懸命心をこめてお手伝いさせていただきます

彰
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

＊ ＊
申
込
期
限
／
9
月
19
日（
金
）17
時
ま
で
に
、

部
門
毎
に
申
込
用
紙
を
提
出
。

※
詳
細
は
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
甲
賀
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
８
６

－

２
３
４
３　

８
６

－

２
４
４
３

�

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

＊ ＊
受
付
期
間
／
9
月
1
日（
月
）～
12
日（
金
）�

（
土
・
日
を
除
く
9
時
～
17
時
）

＊ ＊
使
用
開
始
日
／
10
月
1
日（
水
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場
13
区
画（
う
ち
軽
自
動
車
５

区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
６
区
画（
う
ち
２
区

画
は
身
体
障
が
い
者
用
）

＊ ＊
利
用
料
／
3
，0
0
0
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊ ＊
利
用
料
／
3
，0
0
0
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊ ＊
利
用
料
／
自
転
車
1
，5
0
0
円
／
月�

　
　
　
　
原
付　
1
，8
0
0
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
6
時
15
分
～
9
時
15
分
、
13
時
～

14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

�

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
第
４
講
座�

「
消
費
税
ア
ッ
プ
で
の�

経
済
状
況
と
10
％
ア
ッ
プ
の
見
通
し
」

＊ ＊
日
時
／
９
月
24
日（
水
）13
時
30
分
～

＊ ＊
対
象
／
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

＊ ＊
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口　
共
同
福
祉
施
設

＊ ＊
講
師
／
龍
谷
大
学
名
誉
教
授　
岡お

か

地じ

勝か
つ

二じ

さ
ん

＊ ＊
定
員
／
１
２
０
人（
先
着
順
）

＊ ＊
参
加
費
／
５
０
０
円

問
・
申
／
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

☎
６
２

－

６
８
４
２　

６
２

－

６
０
９
６

�

あ
い
こ
う
か
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
第
２
回
作
品
展

＊ ＊
日
時
／
９
月
18
日（
木
）～
24
日（
水
）�

９
時
～
17
時（
初
日
は
12
時
か
ら　
最
終
日
は

16
時
ま
で
）

＊ ＊
会
場
／
碧
水
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

問
／
碧
水
ホ
ー
ル

☎
６
３

－

２
０
０
６　

６
３

－

０
７
５
２

募 

集�
recruitm

ent

甲
賀
市
体
育
協
会
設
立
10
周
年
記
念
大
会

第
11
回
甲
賀
市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

＊ ＊
日
時
／�

10
月
11
日（
土
）小
学
生
・
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部�

10
月
12
日（
日
）中
学
・
高
校
・一般
の
部�

両
日
と
も
８
時
～
受
付
開
始

＊ ＊
場
所
／
甲
賀
市
陸
上
競
技
場
・
水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊ ＊
参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
。（
上

記
以
外
は
オ
ー
プ
ン
参
加
が
可
能
で
す
が
表

ス
ペ
イ
ン
語
サ
ロ
ン�

初
中
級
者
向
け
・
会
話
中
心

＊ ＊
日
時
／
9
月
18
日
、
10
月
16
日
、
11
月
20
日
、

12
月
18
日　
い
ず
れ
も
木
曜
日
19
時
～
21
時

＊ ＊
場
所
／
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な　

＊ ＊
参
加
費
／
協
会
会
員　
1
，8
0
0
円�

　
　
　
　
非
会
員　
　
4
，0
0
0
円

＊ ＊
定
員
／
15
人

＊ ＊
申
込
締
切
／
9
月
12
日（
金
）

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／

６
３

－

８
７
２
８

�

知
的
障
害
者
対
象　
水
中
運
動
教
室

＊ ＊
開
催
日
／
9
月
13
日（
土
）12
時
～
12
時
50
分

（
事
前
申
込
不
要
）

＊ ＊
場
所
／
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

＊ ＊
対
象
／
30
歳
以
上
の
知
的
障
害
者

＊ ＊
内
容
／
水
中
歩
行
、
バ
ラ
ン
ス
、
板
キ
ッ
ク
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
受
講
料
無
料
）

問
／
滋
賀
県
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７

－

５
６
４

－

７
３
２
７

０
７
７

－

５
６
４

－

７
６
４
１

�

市
制
施
行
10
周
年
記
念
甲
賀
市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ�

『
エ
コ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
出
店
者
募
集

＊ ＊
日
時
／
10
月
11
日（
土
）10
時
～
15
時
30
分

＊ ＊
場
所
／
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー（
忍
の
里
プ

ラ
ラ
）周
辺（
雨
天
決
行
）

＊ ＊
区
画
／
2
．5
×
3
．5ｍ（
車
輌
乗
入
れ
不
可
）

＊ ＊
定
員
／
15
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

＊ ＊
出
店
資
格
／
9
月
26
日（
金
）19
時
か
ら
の
説

明
会
に
出
席
で
き
る
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

※
対
象
者
は
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
講
習

に
係
る
就
業
を
希
望
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

問
・
申
／
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
７
７

－

５
２
５

－

４
１
２
８

０
７
７

－

５
２
７

－

９
４
９
０

�

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
６
回

＊ ＊
日
時
／
9
月
18
日（
木
）19
時
30
分
～
21
時

＊ ＊
場
所
／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

＊ ＊
内
容
／
講
演
『
こ
こ
ろ
の
健
康
』�

～
こ
こ
ろ
の
調
子
に
気
づ
く
・
大
切
な
人
を
気

遣
う
ポ
イ
ン
ト
～

＊ ＊
講
師
／
安あ

ん

藤ど
う

光み
つ

子こ

さ
ん（
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部

附
属
病
院
看
護
師
長
・
精
神
看
護
専
門
看
護
師
）

※
参
加
無
料　
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
教
育
推
進
係

☎
６
５

－

０
６
９
３　

６
３

－

４
５
８
２

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森�

き
ま
ぐ
れ
「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」�

（
短
時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）

＊ ＊
日
時
／
9
月
21
日（
日
）14
時
～
15
時

＊ ＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

＊ ＊
費
用
／
無
料

＊ ＊
申
込
／
不
要　
先
着
15
人　

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

催 

し�
event

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）�

「
太
陽
系
の
果
て
の
惑
星
」

＊ ＊
日
時
／
９
月
13
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

＊ ＊
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

＊ ＊
内
容
／
天
体
の
お
話
、
火
星
、
土
星
な
ど
の
観
望

＊ ＊
申
込
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で
。

＊ ＊
締
切
／
９
月
12
日（
金
）　
先
着
20
人

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

�

甲
賀
の
歴
史
文
化
に
親
し
む
連
続
講
座�

あ
い
こ
う
か
歴
史
塾
第
1
回
開
講

＊ ＊
場
所
／
水
口
図
書
館
２
階
資
料
室

＊ ＊
日
時
／
9
月
27
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

＊ ＊
講
師
／
田た

中な
か

勝か
つ

弘ひ
ろ

さ
ん（
元
安
土
城
考
古
博
物

館
学
芸
課
長
）

＊ ＊
演
題
／
「
野
洲
川
流
域
の
考
古
学
」

＊ ＊
受
講
料
／
各
回
３
０
０
円

＊ ＊
定
員
／
80
人（
申
込
不
要
）

問
／
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６

－

８
０
７
５　

８
６

－

８
２
１
６

�

秋
の
ふ
る
さ
と
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集�

２
時
間
程
度
の
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＊ ＊
日
時
／
９
月
24
日
～
10
月
22
日
の
毎
週
水
曜
日

10
時
～
12
時（
5
コ
ー
ス
）

＊ ＊
対
象
／
市
内
在
住
18
歳
以
上
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
方

＊ ＊
定
員
／
先
着
20
人

＊ ＊
参
加
料
／
1
，3
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

＊ ＊
申
込
締
切
／
9
月
17
日（
水
）

※
詳
細
は
各
体
育
館
に
設
置
の
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
８
６

－

８
０
２
３　

８
６

－

８
３
８
０

�

シ
ル
バ
ー
連
合
会　
再
就
職
・
就
業
支
援�

シ
ニ
ア
対
象
『
講
習
会
』

①
ふ
る
さ
と
産
品
技
能
講
習

＊ ＊
日
時
／
9
月
29
日（
月
）～
10
月
10
日（
金
）13

時
～
17
時　
※
土
日
除
く

＊ ＊
場
所
／
連
合
会
事
務
所
会
議
室（
大
津
市
）

＊ ＊
定
員
／
20
人

＊ ＊
申
込
締
切
／
9
月
11
日（
木
）必
着

②
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習（
視
覚
障
が
い
者
外
出
支
援
）

＊ ＊
日
時
／
10
月
2
日（
木
）～
11
月
13
日（
木
）9

時
～
16
時　
※
土
日
除
く

＊ ＊
場
所
／
連
合
会
事
務
所
会
議
室（
大
津
市
）

＊ ＊
定
員
／
30
人

＊ ＊
申
込
締
切
／
9
月
19
日（
金
）必
着

③
遺
跡
発
掘
技
能
講
習

＊ ＊
日
時
／
10
月
2
日（
木
）～
10
月
28
日（
火
）13

時
～
17
時　
※
土
日
除
く

＊ ＊
場
所
／
滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
大
津
市
）

＊ ＊
定
員
／
20
人

＊ ＊
申
込
締
切
／
9
月
17
日（
水
）必
着

※
申
込
は
、
チ
ラ
シ（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。）に
必
要
事

項
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料（
交
通
費
・
昼
食
代

は
自
己
負
担
）

18平成 26 年 9 月 1 日19 平成 26 年 9 月 1 日



情報のまど
information

情報のまど
information

触らないで触らないで
絶対に絶対に

で
、
主
に
リ
ユ
ー
ス
品
を
出
品
さ
れ
る
方
。

※
出
店
無
料

＊ ＊
申
込
方
法
／
氏
名
、
住
所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
、
出
店
物
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、

郵
送
、
ま
た
は
F
A
X
に
て
左
記
ま
で
。

＊ ＊
申
込
締
切
／
９
月
18
日（
木
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課　
環
境
政
策
係

☎
６
５

－

０
６
９
１　

６
３

－

４
５
８
２

�

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

＊ ＊
募
集
期
間
／
9
月
16
日（
火
）～
26
日（
金
）�

募
集
案
内
や
申
込
書
な
ど
は
、
9
月
16

日
か
ら
住
宅
建
築
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
／
住
宅
建
築
課　
公
営
住
宅
係

☎
６
５

－

０
６
０
９　

６
３

－

４
６
０
１

�

公
民
館
の
各
事
業
参
加
者
募
集

①
「
ピ
ー
ス
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
4
」

＊ ＊
日
時
／
10
月
19
日（
日
）13
時
～
16
時

＊ ＊
場
所
／
陶
芸
の
森
産
業
展
示
館
ホ
ー
ル

＊ ＊
内
容
／
フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
演
奏
と
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

＊ ＊
出
演
／
花
カ
フ
ェ
・
コ
ン
セ
ー
ル�

　
　
　
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

②
遊
学
舎
「
親
子
そ
ば
打
ち
体
験
」

＊ ＊
日
時
／
9
月
28
日（
日
）10
時
～
12
時

＊ ＊
場
所
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
愛
パ
ー
ク

＊ ＊
定
員
／
親
子
15
組（
先
着
順
）

＊ ＊
受
講
料
／
７
０
０
円
／
人

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
持
込
み
写
真
に
よ
る
免
許
証
作
成
の
受
付

場
所
・
時
間
を
大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
。

＊
各
種
申
請
書
等
の
用
紙
を
自
宅
で
印
字
・

作
成
で
き
る
よ
う
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

問
／
滋
賀
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
０
７
７

－

５
８
５

－

１
２
５
５

HP　

http://www.pref.shiga.lg.jp./police/

相
談�

talk

１
日
年
金
相
談
所（
下
半
期
）

＊ ＊
開
設
日
／
10
月
９
日（
木
）、
11
月
13
日

（
木
）、
12
月
11
日（
木
）、
１
月
８
日（
木
）、

２
月
12
日（
木
）、
３
月
12
日（
木
）

＊ ＊
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
中
会

議
室（
２
階
）

※
要
予
約
。
日
時
・
持
ち
物
な
ど
は
予
約
後

に
送
付
さ
れ
る
受
付
票
に
記
載
。

問
・
申
／
草
津
年
金
事
務
所

予
約
専
用
☎
０
７
７

－

５
６
７

－

１
３
８
３

予
約
専
用

０
７
７

－

５
６
２

－

９
６
３
８

�

全
国一斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
差
別
や
虐

待
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

職
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

＊ ＊
期
間
／
９
月
８
日（
月
）～
９
月
14
日（
日
）

＊ ＊
時
間
／
８
時
30
分
～
19
時�

（
土
日
は
10
時
～
17
時
）

＊ ＊
申
込
期
間
／
9
月
16
日（
火
）～
24
日（
水
）

問
・
申
／
①
②
と
も
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５　

８
２

－

２
４
６
３

③
小
原
再
発
見
・「
小
原
の
寺
小
屋
」

＊ ＊
日
時
／
10
月
4
日（
土
）9
時
～
12
時

＊ ＊
場
所
／
小
原
公
民
館
集
合�

　
　
　
小
川
城
跡
～
大
光
寺

＊ ＊
定
員
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
先
着
20
人�

　
　
　
参
加
無
料

問
・
申
／
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
８
２

－

７
８
９
６　

８
２

－

７
８
９
７

ま
た
は
各
中
央
公
民
館
ま
で

お
し
ら
せ� notification

２
０
１
５
年
版
県
民
手
帳
予
約
受
付
中

　
使
い
や
す
い
日
記
欄
、
最
新
の
統
計
資
料
、

県
内
19
市
町
の
紹
介
、
官
公
庁
一
覧
、
暮
ら

し
の
相
談
窓
口
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
冊
で

す
。（
サ
イ
ズ
1
3
9㎜
×
82㎜
）

＊ ＊
価
格
／
1
冊
５
５
０
円（
税
込
）

＊ ＊
予
約
／
9
月
19
日（
金
）ま
で

※
お
届
け
は
11
月
下
旬
頃
の
予
定
で
す
。

問
・
申
／
総
務
課

☎
６
５

－

０
６
６
３　

６
３

－

４
５
６
１

�

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
受
付

＊ ＊
対
象
者
／
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
常
時

運
転
し（
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
除
く
）、

甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会
費
を
納
入
し
て

い
る
人
。

※
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
人

に
限
り
ま
す
。

＊ ＊
表
彰
内
容
／�

【
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
】�

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
運
転
経
験
が

10
年
以
上
で
、
そ
の
間
、
無
事
故
無
違
反

で
優
良
な
運
転
者
。�

【
甲
賀
警
察
署
長
・
甲
賀
湖
南
交
通
安
全

協
会
長
表
彰
】�

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
運
転
経
験
が

15
年
以
上
で
、
そ
の
間
、
無
事
故
無
違
反

で
優
良
な
運
転
者
。

＊ ＊
申
請
方
法
／�

【
受
付
期
限
】�

　
10
月
1
日（
水
）ま
で
。
土
日
祝
日
を
除

く
8
時
30
分
～
16
時
30
分
。�

【
持
参
物
】�

　

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、「
無
事
故
、
無

違
反
証
明
書
」
発
行
手
数
料
６
３
０
円

問
・
申
／
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会（
甲
賀

警
察
署
内
）

☎
６
３

－

５
６
７
１

�

運
転
免
許
の
申
請
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

＊
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
自
動
更
新
受
付
機

を
導
入
し
、
機
材
・
窓
口
も
増
設
し
て
更

新
手
続
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

※
守
山
セ
ン
タ
ー
の
日
曜
午
前
の
更
新
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
平
日
ま
た
は
日
曜
午
後

の
ご
来
場
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

＊
県
内
居
住
の
方
は
、
ど
こ
の
警
察
署
で
も

全
て
の
申
請
（
更
新
、
記
載
事
項
変
更
等
）

＊ ＊
相
談
用
電
話
番
号
／�

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

問
／
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

４
６
７
３

０
７
７

－

５
２
２

－

５
３
１
７

�

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

＊ ＊
日
時
／
９
月
10
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時

30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

＊ ＊
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

＊ ＊
定
員
／
予
約
制
で
先
着
６
人（
1
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１　

６
３

－

０
１
７
３

�

滋
賀
県
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー�

～
こ
こ
ろ
ん
だ
い
や
る
～

　
育
児
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
、
進
路

な
ど
に
つ
い
て
、
概
ね
30
歳
ま
で
の
青
少
年

や
子
ど
も
を
お
持
ち
の
保
護
者
、
本
人
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

＊ ＊
時
間
／
9
時
～
21
時（
12
月
29
日
～
1
月

3
日
を
除
く
毎
日
）

問
・
相
／
こ
こ
ろ
ん
だ
い
や
る

☎
０
７
７

－

５
２
４

－
２
０
３
０

�

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

＊ ＊
日
時
／
9
月
17
日（
水
）14
時
～
16
時

＊ ＊
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　
2
階

＊ ＊
内
容
／
講
座 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

「
老
い
は
足
か
ら
」�

寝
た
き
り
を
予
防
し
よ
う
！

＊ ＊
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　
他

＊ ＊
定
員
／
約
20
人（
前
日
ま
で
要
申
込
）

※
参
加
無
料

☎
８
２

－

０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

�

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん
じ
ー
相
談
会

【
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

＊ ＊
日
時
／
月
～
金
曜
日　
9
時
～
17
時

　
電
話
、
窓
口
、
訪
問
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
専
門
職
に
よ
る
相
談
】　
※
要
予
約

（
弁
護
士
に
よ
る
相
談
）

＊ ＊
日
時
／
第
２
木
曜
日　
13
時
～
16
時

（
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
）

＊ ＊
日
時
／
第
４
木
曜
日　
13
時
～
16
時

【
出
張
相
談
会
】

＊ ＊
日
時
・
場
所
／
9
月
17
日（
水
）／
伴
谷
公

民
館　
受
付
13
時
～
16
時

問
／
甲
賀
・
湖
南
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん

じ
ー（
甲
南
庁
舎
２
階
）

☎
８
６

－

６
１
６
１　
　

８
６

－

６
１
９
９

HP http://pan

－g.com
/

�

公
立
甲
賀
病
院
健
康
講
座

＊ ＊
日
時
／
9
月
27
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分

＊ ＊
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

＊ ＊
内
容
／
講
演
「
皮
膚
が
ん
の
お
は
な
し
」

＊ ＊
講
師
／
公
立
甲
賀
病
院　
皮
膚
科
医
長　

若わ
か

林ば
や
し

麻ま

記き

子こ

＊ ＊
そ
の
他
／
参
加
無
料　
定
員
１
２
０
人

問
／
公
立
甲
賀
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
２

－

０
２
３
４　

６
２

－

５
２
７
３

甲賀市民スタジアム　９月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
7・14・
15・22 日・月 ８：30～18：00 平成26年度秋季リーグ戦

21 日 ８：30～17：00 滋賀県軟式野球連盟甲賀地区選手権

27 土 ８：30～17：00 第44回日本少年野球関西秋季
大会支部予選

28 日 ９：00～15：00 第6回佐川急便旗近畿秋季
学童野球大会県予選大会

多目的グラウンド　９月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

6・（９）土・（火） ９：00～16：00 県秋季大会予選グラウンド・ゴルフ大会（９日予備日）

7 日 ８：30～17：00 第3回水口スポーツフェスティバル

14・21 日 ９：00～17：00 高円宮杯Ｕ－１８滋賀県リーグ

20 土 ９：00～17：00 滋賀県社会人リーグ

23・27 火(祝)・土 ９：00～17：00 高円宮杯Ｕ－１５滋賀県大会

陸上競技場　９月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
6 土 9:00～17:00 関西社会人リーグ

７･13･
14･20･
21･27･

28

土･日 9:00～16:00 甲賀市陸競･マスターズ交流練習会

水口スポーツの森へ行こう　９月の催し

●年間予約していない一般利用者のための確保日（12月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……１2月13日(土）・14日(日)
　・多目的グラウンド……………１2月13日(土）・21日(日)
12月分の利用申し込み締切日：９月30日(火）　※抽選日：10月5日(日）

問
い
合
わ
せ

水口スポーツの森　
☎６２‐7529／ 6２‐７５２９

問
い
合
わ
せ

林業振興課
☎６５‐０７１５／ 6３‐４５９２

猛毒 キノコ 「カエンタケ」 市内で確認
　市内で猛毒を持つ「カエンタケ」の発生が確認されました。
このキノコの汁は触っただけで炎症がおきる恐れがあり、
誤って食べてしまうと下痢・嘔吐などに始まり、運動・言語障
害、全身の炎症から多臓器不全に陥り死亡します。また、回
復した場合でも脳に後遺症が残る可能性があります。もしも、
写真のような赤いキノコを発見されても絶対に触らず、また
子どもが接触しないように気をつけてください。

▲赤い色が特徴のカエンタケ

【カエンタケ】
高さ３～ 15cmで円筒形および
手の指のような形に赤橙色～赤
色の姿が特徴。梅雨から秋にか
けての期間、ブナ科樹木など広
葉樹の根元に主に発生。

20平成 26 年 9 月 1 日21 平成 26 年 9 月 1 日



伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.44

　染色史家・染色家の吉岡幸雄さんを講師に迎え、
記念講演を行います。吉岡さんは、東大寺大仏開
眼1250年慶賀法要にあたり管長の紫衣などを制
作するなど、国内で活躍されています。当日は講
師の作品もご覧頂けます。

と　き　９月28日（日）
　　　　記念講演『紅花と芭蕉さん』：午後１時30分～
　　　　岡本栄伊賀市長との対談『伊賀のこと京都のこと』：午後２時30分～
ところ　ハイトピア伊賀
　　　　５階多目的大研修室（伊賀市上野丸之内500番地）
アクセス　伊賀鉄道上野市駅前
申込方法　往復はがき（参加希望人数・氏名・電話番号

を明記／はがき1枚につき2人まで）
　　　　※事前申し込み、先着150人
申込期間　９月８日（月）消印～ 19日（金）到着分
申込先・問い合わせ
〒518-8501伊賀市上野丸之内116番地
芭蕉翁生誕370年記念事業実行委員会事務局

（文化交流課内）電話☎0595-22-9621

亀山青空お茶まつり 芭蕉翁生誕370年記念事業
記念講演＆対談～広大な茶畑で、すがすがしいひとときを～

〜美しい彩りの世界を語る〜
　亀山市の特産品「亀山茶」。約88ヘクタールの茶
生産団地「中の山パイロット」で、生産者と消費者
との交流を目的に「亀山青空お茶まつり」が開催さ
れます。お茶にちなんだ楽しいイベントが盛りだ
くさんです。ぜひお越しください。

と　き　９月21日（日）午前10時～午後２時
ところ　中の山パイロット特設会場（太森町）
内　容　茶摘み体験、手もみ実演、電子レンジで

お茶づくり、紙風船飛ばし、紙すき体験、
農産物販売など

アクセス　東名阪自動車道「亀山IC」より約10分
　　　　（亀山IC→国道1号→県道302号）
問合先　亀山青空お茶まつり実行委員会事務局
　　　　亀山茶農業協同組合内　☎0595-82-1328
　　　　環境産業部農政室　　　☎0595-84-5082

亀山市 伊賀市

日時／１１月６日（木）１３時～１５時３０分
　　　  （受付１２時３０分）
場所／碧水ホール

甲賀市障がい者
就職面接会を開催
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編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

参加対象者：市内で就職を希望する障がいのある方
※参加対象者は申込不要、入退場自由

参加事業所：市内に就業場所を有し、障がい者雇用を予定の企業・事業所
※参加を希望される事業所は、9月22日（月）までに問い合わせ先まで申し込みをしてください。《先着10社》
※応募いただいた事業所の業種や求人数など偏りが生じた場合は調整させていただく場合があります。

　就職を希望する障がいのある方と採用を希望する市内の事業所との就職面接会を開催します。
　参加を希望される企業・事業所を募集します。
　参加事業所名、募集職種、募集人数は、確定後市ホームページと広報あいこうか10月15日号に掲載します。

問
い
合
わ
せ

商工政策課　労政係
☎６５‐０７１０／ ６３‐４087
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「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 92,972 （-82）人

男 46,221 （-32）人

女 46,751 （-50）人

世帯数 33,706 （+28）世帯

H26.7.31 現在　（ ）内は前月比

９月の延長窓口は
2 日、9 日、16 日、30 日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が

ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338
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問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。
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